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進化する携帯電話─利用シーンの
多様化を支える要素技術─

デジタル放送受信

RFID：Radio Frequency IDentification

無線LAN

携帯電話

車

車内環境のパーソナライズ

パーソナライズされた情報取得

・お好み録画

TV+AV

キッチン

・自動空調制御

・自動給湯

・在庫確認

ホームシステム

eコマース

・ネットバンキング
・生体認証

ケータイ（人）車間
・認証
・プリセットデータ
・映像音楽コンテンツ

コンテンツサーバ

・コンテンツ
・地図データ
・渋滞（予測）情報

・家の鍵機能
・訪問者遠隔応答機能
・白物家電のリモコン機能

・GPSによる位置確認
・防犯ベル
・緊急通報ボタン

・携帯からの通報受信

携帯電話利用シーンの拡大

・光ファイバー
・固定電話網
・CATV
・FMC

有線インフラ 国際ローミング

家

GPS

地上波デジタル放送

携帯電話網高速化

3G→HSDPA→4G

オフィス・銀行

警察

デュアルモード

・TV電話

・ケータイナビ

・Felica
・運行情報 etc.

駅

SHOP
・RFIDタグ
・トレーサビリティ

ネットワークセキュリティ

子供安心ケータイ

携帯電話は単なる音声通話の手段としての端末の域を超え，FeliCaによる電子決済サービスや地上波デジタル放送などの放送受信端末，
GPSによる位置情報検索など様々な機能が搭載されるようになった。またホームシステムや車との連携機能も搭載され，私たちの生活になく
てはならない生活ツールとなってきている。

携帯電話の利用シーンの拡大

＊モバイルターミナル製作所長　＊＊同製作所 副所長
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要　旨

日本の携帯電話契約者数は2005年末に９千万加入を突破

した。その中で2006年６月にはNTTドコモのFOMA（注1）

契約比率が50％を突破し，本格的な第３世代携帯電話の時

代を迎えた。また2006年夏にはW－CDMA（Wideband－

Code Division Multiple Access）方式を更に高速化した

HSDPA（High Speed Downlink Packet Access）の商用サ

ービスが開始されるなど，更なるサービスの多様化，通信

速度の高速化が図られている。

従来は，電子メールやブラウジングといった情報ツール

として使用されていた端末だが，ここ数年でFeliCa（注2）な

どの電子決済サービス，ワンセグなど放送系サービス，

GPS（Global Positioning System）を利用した位置情報サー

ビスなど多様な機能が搭載されるようになり，私たちの情

報化社会を支える一番身近な生活ツールとしてなくてはな

らない存在となった。

アプリケーションの多様化を支えるため，携帯電話に搭

載されるLSIやメモリなどのデバイス性能は大きく向上し

ている。今後基板実装技術や筐体（きょうたい）小型化技術

などの基盤技術がますます重要になる。また表示画面の大

型化やカメラ画素数の高画素化など，ユーザーがより端末

を使いやすくするための入出力技術も進化を続けている。

この特集では三菱電機のFOMA携帯電話製品の特長を

紹介し，また基盤技術，アプリケーション技術の動向につ

いて述べる。
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（注１） FOMAは，㈱NTTドコモの登録商標である。

（注２） FeliCaは，ソニー㈱の登録商標である。




